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1.拷 臨

爆薬の類逗封定には従来政も普通に燦接触 の導爆

線を基串にする示差法すなわち Deautrid一法が佐用

されている｡本法の利点は纏めて肺坤な装匿でよく,

かつ鍾済的であるが少くも数百gの鉄幹も要しまた絶

対同定ではない｡計欺税法は極めて筒位相故ではある

がこ区間内の平均位しか得られないことは上法と同じ

である｡

一方罪二次大戦中より耳用として開発された転換管

(ImageConverterTube)I)を爆発伝研 究用として

呼鈴引カメラに利用した例は Courhey･Prattが報告

しl=いるのみであるが,何度はよくなく栴大屯カの掃

引磁子管を要している｡

しかるに著者らは同憩の転換肝により簡単かつ将庶

よく/J､薬丑 (507ng)でも煩速を約定出来 る新法を案

出したので報告する｡本法は取扱危険のため小丘宛し

か取扱えない起爆薬の漁連湘定に特に適するが,勿拾

大平鹿でも差支えない｡本法の他の利点は途中の産過

を知 り得ることおよび絶対測定であることである｡

2.判 定 法 原 理

転蝕管ほ一溝に光喧面,飽き削こ駁光面を有し内鰍 こ

加速屯睡空に番所によっては制切符梅を有している高

市空曹である｡外部の光学レンズで被写体を光屯面上

に鰭蝕すれば,各点の照射 こ応じて光唱子が発生し加

速fa界でエネルギーを得,外部より加える管軸に平行

た滋界で賛光面上に再び結像し光学蝕を荘光面上に再

現させる｡これをスチルカメラで投彫妃叔する｡加速

懲睡または制築館転に短時朋の例えば IF'SCC の鮭形

沌パルスを印加することにより転換肝を瞬間シャ･/ク

ーりとして使用できるが,ここでは迎鞄的動作状旗に

程き,管の祐中央転にその軸と軌抑こ外部より漏周波

在界を加える｡すると内部飛行中の光砲手はな界と鑑

角の方向に坑性なく偏位振動する｡琳紛引用｢方向き

の大破界を加える CotJrhey･Pmtt式')では敢首ワ･}

トの送信用確力管を用いても荘良性は必ずしもよくな

いが,上紀の高周波せ非法では小母カで充分でありか

つ過渡的現射 こ対しても何ら同期を賓しない利点があ

る ｡
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今一次元に過行する光渡例えば伝播中の直線状薬包

の発光.またはスリ･/トを通じて見た大薬包の発光は

上紀の転換守装匿で旋光面上にリーJプル緩軌跡を生じ

津局フイルム上にこれが記録される｡

このり･/プル周期および光学系と光亀子流系の陳昏

率を知れば光点の移肋速度を求め得,光点の移動速皮

は定常状態では燥速に等しいから,このときは直ちに

燥速を知り得るわけであり,非定常状趣では煩速の定

虫如何によりiB:ちには倍速を現わさないとしても,そ

れはそれとして伝播板橋の来賓な資料を得ることが出

来る｡

3.美音及び封定

使用転換管は英国 MtlI]ard社製背感のもの 12C〇

AA および近赤外感のもの 120CCA の2帝 で半透

明平面光電面径50mm.メタルバ･/ク笠光面径130mm

P

Fig.1BlockDiagramその両面間

輔 230mm で蟹光色晋である｡これを全費銅制の枠に固定

LFig.1の如く配置する｡光屯面をアース確

位とし蚊光両には 6kV を印加する｡これは旬源側を放fEE

管で安定化した自作 40DI(C共振式市屯圧発生回路より得たもので,



0･001%以下,50C/'Sのリップルは mV 以下と測定さ

れた｡ただし負荷の変化によるレギさレーションには

500PFのコンデンサーの外対策が施してない｡

典束コイルは内径 159mm長さ 110mm線径 0.32

mm の鋼線 5kgを巻いた抵抗 1.2kf)のもので,蛋

子安定化した直流 250mA(BOW)を通じ路 フOOAmp

Turnsの笹界を拡蝕管軸に平行に作り電磁 レンズと

すると第2次の屯子像が蛍光面上に得られる｡集束コ

イル屯流をHOmAとすると明るい第 1次の電子像を

得るが盃が大きいので採用できない｡この安定電渡の

効率は入力の10%変動に対して出力は0.3%変動する

等壁lr･あった｡回路を Fig.2に示す｡
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Fig.2CircuitS

光学系については常に次の条件である｡対物レンズ

は Ca710nレンズf-50mmF-I.8,カメラレンズは

He.T;anonI-60mmFz=1.2を使用した｡

つぎに全系の解像力を知るためにグラフ用耕上に

1mm より 10mm輔の黒点を画き,こjtを 1/,Oに縮

写鹿付けテストチャートとし遠方に置き,蛍光面上に

現はれた蝕を拡大レンズで肉眼観療して,光寵面上で

20本/mm の分解能を得た｡像の盃は内腿観察の程度

では全く認められなかった｡

宅地管の光丑転換率についてはR.A.Chipendale一)

が 2,7COoK (負)のタングステンランプで 1/l｡と報

普している｡著者らは略同様な方法で使用転換管の箆

等を求めた｡iZi先験験所検定の ミCOW タングステン

ヒラメント串平面ランプを 2,6600(色) に点じなる

べく遠くに位き波長選択吸収をさけて石英ガラス額を

怒散板に用い,その直後に JIS写共感度湘定用 (JIS

冗 7604)の没慶差 0.2中性灰色ゼラチン鋳物階段フ

ィルターを疋き,これを CanOnLenseF1.8を附し

たライカ型カメラで笛士SSフイルムに膨 し,一方

伺じ CanOnLeuseで前出の光学系により中間に転像

管を経て,同じフイルムの続いたコマに同じ被写体を

投影した｡この際カメラシャッターは常に )/2与砂を使

用したので双方での蓋は小さい｡使用した光槙はアン

スコ光屯濃度計で予じめ濃度補正曲線を求めて置く｡

また光鞭による光の拡散一棟性の不足を考へて光源拡
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散板間隔は1mに保った｡ことときil勿論リップル糊

掃引磁界はかけない｡露光したフイルムは現像むらを

さけるため十分かきまぜながら現像し,循たネガ像は

上記の濃度計で測定し,得た荘棲投影の光棋像の壊変

曲線および転換管を経て投影した光挟像の浪皮曲銀よ

P等しい濃度を与える光供の階段農より変換縫率を求

めた結果 ME1200AA ME12OOCA 共に約 1/...と

なった｡この値は転像管印加加屯圧,使用レンズの分

光透光率,フイルム分光感度,光源の分光エネルギー

分布の敏 である｡変換焼串が前記の班より低いのは

転換管の低額 の差 と,本転換管 の溌光両特性が瑛光

QueJIChing型であるためと思われる｡菅の租額によ

っては能率が 1より大きいものもある｡光電子涜偏位

用外部磁界コイルは径 3mmの二蛮綿巻線7回半塵形

(100nmx70mm)2個を転換管両側面に固定した も

のでセラミックコンデンサー 1,00OpF と直列に触

し 807p.p.の自励′､-トレイ発振告のタンクコイル

に混同する｡Fig.3に回路を示す｡

… ≡ ≒
Fig.3Ripplt!r

発振器に直列に入れた高周波電流計は 7Aを示 し

た｡このとき蟹光面上の俄の絞櫛は約 5mm であっ

たが,近くの金属部分品のため完全な直線振動ではな

く細い長円となった｡そのため投出の写矧 こ示すよう

に定常進行発光点は正弦波でなくサイクロイ ド的軌跡

となったが測定には別に支障はない｡この発振周波数

は動作安定後 JJY電波で較正した倍号発生器の出力

とのLIサジま形を観姦しで 1,174KC であった｡周波

数変換のためにタンクコンデンサーを附加した所,育

生振動の発生が見られたので別客盤の単一コンデンナ

一に置換することにした｡

供就薬は極小丑で爆発させ易い起爆薬を採用し,こ

の粉末を軟薪坂上に掘った凹形帝 (lmmxlmmxICO

mm)に手込めて充萌し上面を坂面に揃え軸 面を斜

上方より見すかす如く対物レン●ズ前方 30cm に配整

した｡その薬端に罷気笛管用ブリッヂ線を埋め,電池

により通勧 口熱して爆発させた｡ただしDDNPの場

合は AgN3 より伝爆させることにした｡供端矧ま著

者等の合成したもので純度は軌定していない.また装

娯密度は必ずしも均一でないと想像される｡

謝定値は表に,投影写炎例は写矧 こ示す｡燥速の不

均一性が見られる｡
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表 可 監謡亀讃l比
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4.考 察

転換管の薪しい鮭用法で致 十mgの起爆薬の煤達

を簡単に安全に甚過を知り乍ら絶対測定することが可

穂になった｡導爆線やダイナマイトの爆適については

実施しなかったが全く同掛 こして測定できる常である

この場合縮写率が大きいと発振周波数を適当な低い位

に下げる必要があるが,これは纏めて備qiである｡ま

たもし塀寸大に光電面に投彫し,普通の兆申定款回路

で無理なく爽現できる高い周波数として 30MCの掃

引発振を採用するならばリ･/プル波長 (光岡面での爽

値,放光坂ではこの数倍となりフイルム上紀銀では光

電面での蛇に近い)1mmのとき30km/S,波長5mm

のとき l王Ok.nls,波長 10mmのときすなわち全視野

に2波長程度現はれるとき 300km/Sの速度が測定可

経の啓である｡

本実験では静止時の解像値がカタログ低く2C九mm)

と一致してしているので本来験の自作の安定髄源が一

応使用できることを示している｡

本法の欠点としては特にないが,窮状では比枚的商

流の転他管を要することである｡′ト型で廉価の IP25

型転伶管は最近国産品が開発された｡性能は落ちるが

放用可能であろう｡
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Mea和renent80fDetoTLAtionVelocitiesbyAn ⅠmageCott▼erter

YojiroMiztJShiTnaandKeiyaHirokawa

Animageconvertertube(Mullard ME

1200)wasapplied tomeasurementsoEthe

detonationvelocitiesofinitialexplosivesby

ournewlydevelopedripplemethod.

Though thetubegivesonlyastr8ightline

onitsBuorescentscreenasan imageofa

traceOfdetonationheadoL explosiveoEa

linearfom underanonnalstaticoperation,

itcangiveacontinuousripplewhenahl'gh

frequencymagnetic点eld isapplied t｡the

ttJbeperpendictllarlytoitsaxis･

Intervalbetweenpeaksoftherippleisa

linearfunctionofmagni丘cationofitsoptical

andelectron･opticalsystem,FrequencyoEthe

appliedtnagneticfield and the detonation

velocity.

Vo).2t,No.3,19SB

From theaboverelationsthedetonation

velocitiescan be easily,accurately .lnd

absolutelydetemined.

Theadvantagesofthemethod are(1)

possibilityofdetcrmingtheextreme一y high

velocities(upto300km/see.)(2)safetyof

handlingofdangerousexplosivesowing t()

theunnecessityoftJsinglargequantities.

Fig.1isablockdiagram.

Fig.2showsthecontinuousdedeeti叩

system.

Fig.3Showscircuitsofstabilizedcurrent

andvoltagesupplies.

A tableshowsresultsoEafewexplosives

asanexample.

A photographisacopyofarippletrace.
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